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【年通号数】公開・登録公報2013-014
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信端末において、調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地
局から、それぞれ第１および第２の通信チャネルを介して送信される信号を受信し、受信
した前記信号に基づいて、前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を算出
する段階と、
　前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第２のフ
ィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを有し、
前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータサイズ
を有するように作成する段階と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを、前記移動通信端末から、前記第１およ
び第２の基地局の少なくとも１つに送信する段階と
　を含み、
　前記第１の基地局が、前記移動通信端末が受発信を行うときに経由するサービング基地
局として指定されている場合、前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段
階は、前記第２のデータサイズが前記第１のデータサイズより小さくなるようにする段階
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータに、前記第２のフィードバックデータには含められない少なくとも１つのフィ
ードバックパラメータを含める段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータを第１の量子化により表し、前記第２のフィードバックデータを前記第１の量
子化とは異なる第２の量子化により表す段階を含む請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータを第１のスペクトル分解能で算出し、前記第２のフィードバックデータを前記
第１のスペクトル分解能とは異なる第２のスペクトル分解能で算出する段階を含む請求項
１から３の何れか１項に記載の方法。
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【請求項５】
　前記第１および第２のフィードバックデータを送信する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータを第１の更新レートで送信し、前記第２のフィードバックデータを前記第１の
更新レートとは異なる第２の更新レートで送信する段階を含む請求項１から４の何れか１
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１の基地局によ
り生じる第１の干渉が前記第２の基地局により生じる第２の干渉より強いことを識別する
と、前記第１のフィードバックデータを第１のデータサイズで算出し、前記第２のフィー
ドバックデータを前記第１のデータサイズより小さい第２のデータサイズで算出する段階
を含む請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１および第２の
通信チャネルについて、第１および第２の異なる階数を有する第１および第２のチャネル
行列を算出する段階を含む請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータを前記第１の通信チャネルの前記各チャネル評価値と定義し、前記第２のフィ
ードバックデータを前記第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値の陰関数（ｉｍｐｌ
ｉｃｉｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と定義する段階を含む請求項１から７のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項９】
　別の移動通信端末において、前記第１の基地局から第３の通信チャネルを介して信号を
受信し、前記第３の通信チャネル用の第３のフィードバックデータを、前記第３のフィー
ドバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第３のデータサイズを有するように作
成し、前記第３のフィードバックデータを前記別の移動通信端末から前記第１および第２
の基地局の少なくとも前記１つに送信する段階をさらに含む請求項１から８のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１０】
　移動通信端末において、調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地
局から、それぞれ第１および第２の通信チャネルを介して送信される信号を受信し、受信
した前記信号に基づいて、前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を算出
する段階と、
　前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第２のフ
ィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを有し、
前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータサイズ
を有するように作成する段階と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを、前記移動通信端末から、前記第１およ
び第２の基地局の少なくとも１つに送信する段階と
　を含み、
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１のフィードバ
ックデータを第１のスペクトル分解能で算出し、前記第２のフィードバックデータを前記
第１のスペクトル分解能とは異なる第２のスペクトル分解能で算出する段階を含む方法。
【請求項１１】
　移動通信端末において、調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地
局から、それぞれ第１および第２の通信チャネルを介して送信される信号を受信し、受信
した前記信号に基づいて、前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を算出
する段階と、
　前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第２のフ
ィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを有し、



(3) JP 2013-510492 A5 2013.8.1

前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータサイズ
を有するように作成する段階と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを、前記移動通信端末から、前記第１およ
び第２の基地局の少なくとも１つに送信する段階と
　を含み、
　前記第１および第２のフィードバックデータを作成する段階は、前記第１の基地局によ
り生じる第１の干渉が前記第２の基地局により生じる第２の干渉より強いことを識別する
と、前記第１のフィードバックデータを第１のデータサイズで算出し、前記第２のフィー
ドバックデータを前記第１のデータサイズより小さい第２のデータサイズで算出する段階
を含む方法。
【請求項１２】
　調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地局から、第１および第２
の通信チャネルを介して送信される信号を受信する受信機と、
　前記受信した信号に基づいて前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を
算出し、前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第
２のフィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを
有し、前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータ
サイズを有するように作成する処理回路と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを前記第１および第２の基地局の少なくと
も１つに送信する送信機と
　を含み、
　前記第１の基地局が、前記受信機および前記送信機が受発信を行うときに経由するサー
ビング基地局として指定されている場合、前記処理回路は、前記第２のデータサイズが前
記第１のデータサイズより小さくなるようにする装置。
【請求項１３】
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータに、前記第２のフィードバックデー
タには含められない少なくとも１つのフィードバックパラメータを含める請求項１２に記
載の装置。
【請求項１４】
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータを第１の量子化により表し、前記第
２のフィードバックデータを前記第１の量子化とは異なる第２の量子化により表す請求項
１２又は１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータを第１のスペクトル分解能で算出し
、前記第２のフィードバックデータを前記第１のスペクトル分解能とは異なる第２のスペ
クトル分解能で算出する請求項１２から１４の何れか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータを第１の更新レートで生成し、前記
第２のフィードバックデータを前記第１の更新レートと異なる第２の更新レートで生成す
る請求項１２から１５の何れか１項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記処理回路は、前記第１および第２の通信チャネルについて、第１および第２の異な
る階数を有する第１および第２のチャネル行列を算出することにより前記第１および第２
のフィードバックデータを作成する請求項１２から１６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータを前記第１の通信チャネルの前記各
チャネル評価値と定義し、前記第２のフィードバックデータを前記第２の通信チャネルの
前記各チャネル評価値の陰関数（ｉｍｐｌｉｃｉｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と定義する請求
項１２から１７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１９】
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　調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地局から、第１および第２
の通信チャネルを介して送信される信号を受信する受信機と、
　前記受信した信号に基づいて前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を
算出し、前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第
２のフィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを
有し、前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータ
サイズを有するように作成する処理回路と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを前記第１および第２の基地局の少なくと
も１つに送信する送信機と
　を含み、
　前記処理回路は、前記第１のフィードバックデータを第１のスペクトル分解能で算出し
、前記第２のフィードバックデータを前記第１のスペクトル分解能とは異なる第２のスペ
クトル分解能で算出する装置。
【請求項２０】
　調整送信スキームで協働する少なくとも第１および第２の基地局から、第１および第２
の通信チャネルを介して送信される信号を受信する受信機と、
　前記受信した信号に基づいて前記第１および第２の通信チャネルの各チャネル評価値を
算出し、前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示す第１および第
２のフィードバックデータを、前記第１のフィードバックデータが第１のデータサイズを
有し、前記第２のフィードバックデータが前記第１のデータサイズと異なる第２のデータ
サイズを有するように作成する処理回路と、
　前記第１および第２のフィードバックデータを前記第１および第２の基地局の少なくと
も１つに送信する送信機と
　を含む装置。
【請求項２１】
　請求項１２から２０の何れか１項に記載の装置を含む移動通信端末。
【請求項２２】
　請求項１２から２０の何れか１項に記載の装置を含む、移動通信端末において信号を処
理するチップセット。
【請求項２３】
　調整送信スキームで協働し、移動通信端末に信号を送信する少なくとも第１および第２
の基地局と、
　前記第１および第２の基地局から、それぞれ第１および第２の通信チャネルを介して前
記信号を受信し、受信した前記信号に基づいて前記第１および第２の通信チャネルの各チ
ャネル評価値を算出し、前記第１および第２の通信チャネルの前記各チャネル評価値を示
す第１および第２のフィードバックデータを作成し、前記第１のフィードバックデータを
第１のデータサイズで、前記第２のフィードバックデータを前記第１のデータサイズと異
なる第２のデータサイズで前記第１および第２の基地局の少なくとも１つに送信する移動
通信端末と
　を備え、
　前記第１の基地局が、前記移動通信端末が受発信を行うときに経由するサービング基地
局として指定されている場合、前記通信端末は、前記第２のデータサイズが前記第１のデ
ータサイズより小さくなるようにするシステム。


	header
	written-amendment

